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就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書
事業所名 ほまれの家えむと 事業所番号 2106-616427-2

住   所 岐阜県関市弥生町3丁目3番27号　カルチャーロード店舗東棟1Ｆ 南号室 管理者名 石﨑　貴文                

電話番号 0575-29-7166 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞
実施日程：令和８年１月１５日
当事業所に作業を委託されている企業に訪問し、施設外就労を行った際に
利用者が行うであろう作業（商品梱包、出荷対応）の見学を実施。
その後、当事業所に訪問していただき、現場と差異があった作業の手順等
の再周知を行って頂いた。

＜活動の様子＞

＜目的＞

・利用者に施設外就労の実感を沸かせる
・作業内容の再周知
・作業内容の統一による連携強化

＜成果＞

実際に梱包作業を体験させて頂き、面白いと利用者に好評であった。
また、作業手順なども職員含め学び直す良い機会となった。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

今回、初めて利用者の前で講習を行ったが、改善点をお伝えすると早急に対応できており、適応能力の速さに驚いた。
梱包作業に関しても初めて依頼したにも関わらず、2～3個目にはある程度のクオリティになっており、
施設外就労を行ったとしても充分な戦力（労働力）となると実感することができた。
しかし、今回に限った事では無いが、日が経つと同じ問題が発生するのが御社の課題でもあると感じている。
新規の利用者さんが入ることによる作業者の新規教育は非常に困難であると推測されるが、今後の連携強化のためにも職員の方々には頑張って頂きたい。

連携先企業（担当者） 株式会社マクロズ　-生地のＭ- 　倉田

利用者からの意見・評価

・（梱包作業で）現場の速さを実際に見て、その速さに驚いた。少しでも追いつけるよう頑張っていきたい。

・職員に聞いてもニュアンス的に違うことを言っているように聞こえることがあり、正しい手順（内容）がどれか分からなくなっていた、
　そのため今回の教えていただき頭の中が整理できた。


